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福島県畜産振興協会

第16回 全日本ホルスタイン共進会（北海道大会）が開催

　去る10月25、26日の２日間、北海道勇払郡安平町にお

いて第16回全日本ホルスタイン共進会が開催されました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により10年ぶりの開

催となった今大会は、各都道府県より過去最多となる393

頭の代表牛がエントリーし、福島県からは最終選考会（９

月17日）で選抜された代表牛５頭が出場いたしました。

　各区の出品をサポートする出品団の皆さんは、早朝から

出品・審査時間に合わせて飼養管理と牛体管理に細心の注

意を払い、会場の緊張感を楽しみながら、ベストの状態を

目指して準備をされました。

　残念ながら、体調を崩した牛が審査会場へ入場できない

アクシデントもありましたが、代表牛は最後まで最善の調

整を行い、審査に臨みました。

　審査結果は、下表のとおりです。

　出品団の皆様、出発から帰着までの１週間大変お疲れ様

でした。

　今大会での出品が本県乳牛改良の取組を更に後押しし、

５年後に開催が予定されている第17回大会での飛躍へ繋

がっていくことを心より祈念いたします。

出品区分 出品
番号 名号（父名号） 生年

月日 登録番号 出品者 審査
結果

第３部 未経産
（14月以上16月未満） 308 バンダイデール　アイキヤン　アンドレア

（MBラツキーレデイー　アイ　キヤンデイー ET） 6.7.5 1665882666 福島県磐梯町
足利　秀忠 ２等賞

第４部
未経産

（16月以上18月未満）
高校特別枠

409 イワノー　アミユレツト リリバリ
（ピーク アルタ　アミユレツトET） 6.5.2 1512405864 福島県鏡石町

福島県立岩瀬農業高校 ２等賞

第８部 経産
（28月未満（２歳ジュニア）） 812 アイデール　メリツト 　レネゲート　メアリー

（S-S-I PR　レネゲート　ET） 5.7.29 1626725919 福島県川内村
井出　　淳 ２等賞

第13部
経産

（42月以上48月未満
（３歳シニア））

1324 フリーフアーム　ラムソロチツプ　ハーゲン
（フアーニア デルタラムダ ET） 3.12.3 1655986473 福島県猪苗代町

成田　昌弘 ２等賞

第11部
経産

（36月以上48月未満（３歳））
Jサイア娘牛

― マラソン　サム　チーフ
（レツドスター　キングピン　サム ET） 4.8.5 1664724035 福島県西郷村

雪割牧場㈲ ―

※第 11 部出品予定牛は、審査当日の体調不良により欠場となりました。
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福島県出品団の皆さん

出品番号409　イワーノ アミユレツト リリバリ 出品番号812　アイデール メリツト レネゲート メアリー
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福島県農業総合センター畜産研究所

　近年、県内酪農家の戸数は高齢化による廃業等により減

少傾向にあります。しかし、一方で農家一戸当たりの飼養

頭数は増加傾向にあり、大規模化が進んでいます。このた

め、生産現場では、大規模経営における効率的かつ省力的

な飼養管理技術が必要とされています。

　このような現状を踏まえ、県では大規模経営に対応した

試験研究を行うとともに、省力化設備を装備したモデル的

施設として、新たな乳牛飼養施設を農業総合センター畜産

研究所に設置し、令和６年５月から稼働しています。

　今回はその施設と設備を紹介します。

【フリーストール牛舎】
　フリーストール方式を採用し、ロボット搾乳用40床、

ミルカー搾乳用10床、治療用の分離スペースが４床あり

ます。その他に消化試験などで使用できるつなぎスペース

が６床あり、計60床規模の牛舎です（写真１）。

【搾乳ロボットシステム】
　搾乳は搾乳ロボットシステムを採用し、24時間稼働し

ています。

　ロボットへは牛が自発的に移動するため人が追い込む必

要はなく、乳頭洗浄から最後のディッピングまで一連の搾

乳作業もロボットが行うため、作業の省力化が図られてい

ます（写真２、３）。

　また、搾乳時には、ロボットが乳房ごとに生乳の流量を

検知し圧力等を調整するため、過搾乳が防止できており、

併せて生乳の電気伝導率も測定するため、乳房炎の早期発

見と治療にもつながっています。さらに、牛に装着した

ICチップにより、搾乳データの他、牛舎内での位置や採

食時間等動静も把握でき、ICTを活用したきめ細かい個体

管理が可能となっています。

　現在この施設において、乳房炎ワクチンの開発及び大規

模酪農経営に関する試験を行っています。また、先進的な

装置を備えたモデル的施設として、酪農家や学生の方々の

視察も受け入れていますので、興味のある方はぜひ御連絡

ください。

　当所では、本施設を活用して、さらに本県酪農の発展に

寄与して参ります。

農業総合センター畜産研究所の新たな乳牛飼養施設について

写真１　新牛舎内の様子（飼料は自動給餌機で給餌）

写真２　搾乳中の牛と順番待ちをする牛 写真３　搾乳中の様子
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福島県装削蹄師会

　「第35回東北地区牛削蹄競技大会」（東北地区装削蹄師

会主催（公益社団法人　日本装削蹄協会共催））が８月28

日に山形県新庄市のＪＡ全農山形最上家畜市場において開

催されました。

　本競技大会は、認定牛削蹄師の牛削蹄技術の向上と茨城

県で開催される農林水産祭第66回全国牛削蹄競技大会の

予選（上位入賞者６名）を兼ねており、東北地区の各県か

ら３名、計18名の選手が出場し、本県から７月23日に開

催された第36回福島県牛削蹄競技大会の上位３名（安達

支部の高野智徳さん、安達支部の武藤智哉さん、石川支部

の緑川幸一さん）が出場しました。審査委員は、審査委員

長に日本装削蹄協会　牛削蹄教育課長　大沼純一氏、審査

委員に秋田県装蹄師会所属　第52回全国牛削蹄競技大会

優勝者の大場惣晃氏、福島県装削蹄師会所属　第58回全

国牛削蹄競技大会優勝者の武藤稔貴氏の３名が行い、選手

たちは牛削蹄判断競技及び牛削蹄競技（単独保定部門）に

臨みました。

　本県においては、安達支部の武藤智哉さんが優勝、安達

支部の高野智徳さんが優秀賞（第３位）を受賞しました。

（東北地区大会結果は以下のとおり。）

　全国大会への出場を決めた福島県の２名を含む上位入賞

者６名は、11月11日（火）に笠間瑞穂㈱鯉渕分場（茨城県

水戸市）で開催される全国大会での活躍が期待されます。

　なお、全国大会は、各地区より選出された24名により

競技が行われます。

第35回東北地区牛削蹄競技大会が山形県で開催
～本県より２名が全国大会へ～～本県より２名が全国大会へ～

第35回東北地区牛削蹄競技大会結果　入賞者
（個人の部）　　　　　　　　　　　（団体の部）
　優　勝　武藤　智哉（福島県）　　優　勝　岩手県
　準優勝　遠藤　　強（宮城県）
　優秀賞　高野　智徳（福島県）
　第４位　灰玉平　巧（岩手県）
　第５位　舘下　貞行（岩手県）
　第６位　中屋敷顕也（岩手県）

写真は左より
福島県装削蹄師会 中野目会長、優勝の武藤智哉さん、
優秀賞（第３位）の高野智徳さん
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県馬事畜産振興協議会

福島県畜産振興協会

　福島県農業総合センター農業短期大学校（矢吹町）にて

10月26日（日）に開催された「第37回欅隆祭」に参加しま

した。

　当協議会は、県内の消費者に対して地域の畜産について

理解を深めるとともに、消費者に地方競馬の畜産振興等へ

の貢献について周知することを目的に、うつくしま福島畜

産mother’ｓクラブe-ENが販売していたカレーやシチュー

を購入いただいた方に抽選でギフトセット（シチュー・カ

レー・ゴロ煮詰合）をプレゼントしました。

　天候がすぐれない中、多くの方々にご来場いただきまし

て、誠にありがとうございました。

　福島県馬事畜産振興協議会は、今後とも地方競馬の発展

と福島県の畜産の振興や畜産物の消費拡大を支援して参り

ますので、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

　（公社）福島県畜産振興協会では、令和７年10月26日（日）

に開催された第37回欅隆祭においてうつくしま福島畜産

mother’sクラブｅ－ENのメンバーとマザーズクラブのレ

トルト商品の販売出展をしました。

　朝からあいにくの雨模様でしたが、毎年楽しみにしてい

る地元の方も多く、マザーズクラブのブースへもたくさん

の方が足を運んでくださいました。

　中でも「昨年おいしかったのはここだな！」と来てくだ

さったお客様もいて大変励みとなりました。

　イベントの出展を通じ、お客様とのいろいろな出会いが

あり、直接交流できる機会ですので、今後も継続して活動

していきたいと改めて感じました。

　今後も応援よろしくお願いいたします！

第37回 欅
き り ゅ う さ い

隆祭
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１　平均価格及び発動基準価格

　　　販売月 肉専用種（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和７年７月

確定単価 0.0 0.0 41,716.8

概算払い単価 0.0 0.0 34,716.8

精算払い単価 0.0 0.0 7,000.0

令和７年８月

確定単価 77,358.6 7,277.4 33,453.9

概算払い単価 69,884.3 56.9 26,275.7

精算払い単価 7,474.3 7,220.5 7,178.2

令和７年９月 確定単価 59,913.0 10,432.8 33,977.7

（単位：円）

※R4. ７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に100分の90を乗じた額から7,000円を控除
した額となります。

（単位：円／頭）
令和７年７月〜９月分

注１：優良和子牛生産推進緊急支援事業は令和７年７月～９月販売分、和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業は令和７年７
　　　月～９月販売分及び保留分が対象となります。
注２：黒毛和種の平均価格は、肉用子牛生産者補給金制度の対象となる６ヵ月齢～ 12 ヵ月齢の肉用子牛の指定市場におけ

る取引価格を用い、要綱別表１に定めるブロック別、四半期ごとに算出し、全国平均に対して著しく高い価格（偏差
値70（平均＋２標準偏差）以上）となる都府県（今回は兵庫県が該当）はブロック別平均価格の計算から除外します。

注３：褐毛和種については、全国で、四半期ごとに算出します。
注４：その他の肉専用種については、令和７年４月～令和８年３月までの取引価格を用いて全国の年平均価格を算出します。
注５：平均価格及び発動基準価格は、消費税込みです。

今期は、黒毛和種及び褐色和種について、いずれの事業も平均価格が発動基準価格を上回ったため、奨励金の交付はありま
せん。

　令和７年度第２四半期（令和７年７月～９月）
区　　　分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳　用　種 交　雑　種

保 証 基 準 価 格 574,000 523,000 334,000 164,000 274,000 

合 理 化 目 標 価 格 446,000 406,000 259,000 110,000 216,000 

平 均 売 買 価 格 647,800 610,600 ― 220,600 392,800

補 給 金 単 価 − − − − −

（単位：円／頭）

※「その他の肉専用種（日本短角種等）」については、令和２年度より算定期間を１年（４月～３月）としています。

肉用子牛生産者補給金制度発動状況

優良和子牛生産推進緊急支援事業及び肉用牛緊急特別対策事業
（和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業）の発動状況（令和７年７月〜９月分）

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況

品種・ブロック名 平均価格

優良和子牛生産推進緊急支援事業
【継続事業】

和子牛産地基盤強化
緊急特別対策事業

【新規事業】
発動基準価格 奨励金

発動
発動基準

価格
奨励金
発動A B C

黒
毛
和
種

北海道 717,425

610,000 590,000 580,000

−

610,000

−

東北 636,495 − −
本州関東以西・四国
（兵庫県を除く） 653,574 − −

兵庫県 972,547 − −

九州・沖縄 641,649 − −

褐毛和種 610,600 560,000 540,000 530,000 − 560,000 −

その他の肉専用種 − 360,000 340,000 − − 360,000 −
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家　畜　取　引　状　況　報　告
令和７年９〜10月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和７年９〜10月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

９

雌 284 1,005,400 147,400 592,193 296 2,000 289 159 124

雄

去勢 354 947,100 276,100 733,731 322 2,276 282 189 163

計 638 1,005,400 147,400 670,652 311 2,159 285 348 287

10

雌 260 920,700 210,100 630,190 300 2,102 292 149 110

雄

去勢 359 1,046,100 34,100 751,830 324 2,319 288 199 160

計 619 1,046,100 34,100 700,851 314 2,232 290 348 270

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）

最　高 最　低 平　均

９月
第359回

ホ ル 雄 33 152,900 1,100 63,667 
乳 用 種 雄
F 1 　 　 　 　 雌 56 303,600 44,000 214,834 
F 1 　 　 　 　 雄 77 298,100 90,200 231,971 
和 牛 雌 18 553,300 407,000 455,788 
和 牛 雄 36 728,200 83,600 419,949 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 220 728,200 1,100 249,725 

10月
第360回

ホ ル 雄 43 61,600 1,100 39,472 
ホ ル フ リ ー 2 13,200 8,800 11,000 
F 1 　 　 　 　 雌 52 277,200 11,000 177,747 
F 1 　 　 　 　 雄 63 233,200 38,500 182,478 
和 牛 雌 23 445,500 223,300 345,050 
和 牛 雄 31 717,200 141,900 428,057 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 214 717,200 1,100 200,274 

令和７年９〜10月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

９

乳 登
妊 娠 牛 1 0 0 0 0 0 
E T 和 雌 4 506,000 365,200 428,725 4,063 106 
E T 和 雄 3 385,000 333,300 352,734 3,637 97 
乳 雌 牛 1 1,100 1,100 1,100 22 50 
乳 雄 牛 13 88,000 1,100 36,385 497 73 
乳 去 勢 子
F1  雌（育成）
F1  去（育成）
F1 雌（スモール） 44 257,400 22,000 191,675 2,681 72 
F1 雄（スモール） 27 260,700 111,100 220,163 2,873 77 
その他雌（育成） 1 256,300 256,300 256,300 851 301 
その他去（育成） 1 0 0 0 0 0 
計 ・ 平 均 95 506,000 1,100 192,276 2,473 78 

10

乳 登
妊 娠 牛
E T 和 雌
E T 和 雄 4 479,600 323,400 404,800 4,307 94 
乳 雌 牛
乳 雄 牛 12 41,800 1,100 22,100 265 83 
乳 去 勢 子
F1  雌（育成）
F1  去（育成）
F1 雌（スモール） 33 224,400 2,200 141,767 1,745 81 
F1 雄（スモール） 34 203,500 13,200 158,497 2,000 79 
その他雌（育成） 2 209,000 205,700 207,350 642 323 
その他去（育成） 1 4,400 4,400 4,400 13 327 
計 ・ 平 均 86 479,600 1,100 145,278 1,616 90 


